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Ⅰ」 16 中国の PC の開発・普及黍道における イ / ベーシ ョン 機能の 
高度化ダイナミズムの 分析 

0 北 冥 収 ，渡辺千個 ( 東工大社会理工学 ) 

1.  序 下 より激しい。 日本も一貫して 低下傾向を示すが 1990 年代半 

情報化の進展の 中で，中国の ICT とりわけ PC の躍進は群を ば 以降は高原状態。 非活性状態に 入った日本に 比べて， 中 

抜いている。 1993 年には保有台数で 世界第 16 位にとどまって い 因め PC 開発・導入は 活性化している。 

たが， 2001 午には 米 ， 日 ，独に次ぐ第 4 位に躍進しその 間の平   
均 増加率は， 42.9% と世界最高の 勢いを示している。             
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図 2-1 中国の PC 実質価格の推移 向 flg7-%01 ノ   

図 1-1. 中国の PC 保有台数の世界ランキング け免 ナイ 01 ノ   2.2pc の動的学習係数 

資料 :W.o Ⅱ d  In ぬ rmation  Techn0loW  and  SewicesA Ⅲ ance   PC 実質価格を用いて 次式 により動的学習係数 ( ノ ) を計測 
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図 1-2. pC 保有台数の増加率の 国 捺 比較血刀 フづ卯り   

資料 :w,oHd  In わ rmationTechnolo 緩 and  SewicesAl@iance   

このような量的急伸は ，同時に質の 面での向上をもたらし 

1997 年には，販売台数で 外国ブランド 製品を凌駕し 2004 年に 

は，中国 PC メーカー最大手の 聯想が IBM の PC 部門を買収し ， 

その世界シェアは 現在の 2%( 世界第 9 位 ) から一挙に 7.2%( 世界 

第 3 位 ) に躍進する。 

本稿は中国の PC に見られるイノベーション 機能の高度化ダイ 

ナミズムに注目し ， 新たなインスティテューショナル・イノベーショ 

ンへの示唆を 試みる。 

2. PC の開発・普及黍道 

2.l PC 価格の推移 

中国の PC 実質価格は一貫して 急激に低下，日本の 価格 低 

'nP-'nB-'(o)lnPCr+ め 0@-in,8 一員。 ， "n"CT+ 叫 l (2-1) 

中国の PC の動的学習係数 

表 2-1 中国の PC の動的学習係数比較 け flg/- 勿似ノ   
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図 2-2. 中国の pc の動的学習係数の 推移け 98 乙ク 卯の． 

中国の PC の動的学習係数は ，① 1980 年代未を底に ， 1990 

年代に入ってなだらかに 上昇，②スピルオーバー 効果が， 1990 

午前後を境に 減少し始める ( 図 2-3) のと軌を一にするようにして 

上昇を示す。 日本の場合は ，中国より高い 値を示すが，一貫して 

下降傾向にあ る。 つまり，市場拡大期においては 輸入部品に体 

化したスピルオーバー 技術の享受から ，市場学習を 通じた技術 

進歩に移行している。 

2.3pC 部品輸入および 外国製品との 競争に伴 う 価格変化 

一 495 一 



PC 価格の変化には ，市場学習ノリ ，部品の輸入に 伴う技 
                  浅ク @@ l 油 0                         

術 スピルオーバー 効果 カリ ，外国ブランド 製品との価格競争 

の 影響 り穐肋ゴ 含まれる。 次式 より実際の軌道を 表す 亡 の次元月を決定する。 

lnP  =InC 一人 ( 「 )lnPC  + う ( 「 )InJM  +cD( り 
(2-2) InV@4@InA@@@@7(f)lnPC@@@frD ・ ,i@=@lnA*@Va @rf Ⅹ In@PC@@@fcfl,i (2-6) 

う (t) は価格の輸入部品弾性値を ， c は係数を示す。 月二 4 の場合に統計的有意性が 最も高いので ，弾性情 は 

In@P@+@A(Q@In@PC@=@In@C@+@6@(t)@In@@@@+@cD(t) ヮ (0)-0.23+0.02 色 一 6.9 ／ 10-3t2+5.3*10-4t3+1.2 ／ 10- ㍉。 

In@P@+@A(t)@In@PC@=@In@C@+@6@(t)@In@/M@+@cD(t) 弾性 値は ，図 2-4 に示すが 1992 年 ( 輸入部品依存期末 ) を ピ 

  一クに 一旦下落 ( スピルオーバー 技術依存から 市場学習にシフ 
， '" 。 ・ 酋 c,f,lnZ ℡ +cD ㈲ 

ト ), 1998 年 ( 市場競争本格 期 スタート ) から回復し上昇に 転じ 

(2-3) る 。 

外国製品との 価格競争関数 互 めとして次の 関数を考える。 
  

祐人部品依存 期 
      (1981 1992) 

D(t)= 1 1+ ピ ー Ⅰ @-b (2-4)   
表 2-2 価格の輸入部品弾性 値 関数および価格競争関数の 決定 Ⅰ     

          ' く ト @ @@ Ⅰ こイ       劫 内学甘味 放         

  
    スピルオーバー 効果 

            ど鰍鱗鱗鱗ポが 鰐がが ぜソ がが 鮨鯛ピが ががが 稗笠が     E@ 酊 Ⅰ -4   中国の GOP の PC 保有吉 撒 弾性 伍 とその 支 ⅡⅠ因の推移けが l-?00z ノ           外国メーカ一にも 迫る高機能化の 段階に移り，図 2-5 の通り 

GDP の PC 弾性 値 が上昇。 GDP の PC 弾性 値は PC の高機能 

輸入部品。 による技術スピルオーバー 効果は 1990 午前後が ピ   性を表わす。 

一ク， 1980 年代後半を中心にフルに 享受してきたが ， 1996 年， 
  

1997 年を境に輸入部品による 技術スピルオーバー 効果が実態   
  

上 消滅。 これは，輸入部品依存 期 においては，中国の pc は 輸   

入部品に体化したスピルオーバー 技術をフルに 享受しつつ 技   
術 進歩したことを 示す。   

        

    
  篇 入部品依存 期     市場拡大期         

" 一 Ⅰ 。 "       市場競争本格 期 能 性の相関 け卯 zf-% 仮ノ     
    中国の GDP の PC 保有弾性 値 (0.252) は， PC 開発・導入途上 
      15 カ国中 ト 、 ソプ。 これは，面垢競争本格 期 に入り，普及拡大を 

  通じた 市楊 学習から覚国製品へのキャッチアップを 視座に 

図 2-3. 中国の PC に与える 輪 入部品に よ る技術スピルオーバー 効果の推移 入れた本格的商機能化への 段階に移行したことを 示す 0 

向 9 ぽ 7-2 ひ 02 ノ   (2) 外国製品へのキャッチアップを 視座に入れた 本格的高機能化 

2.4pc 機能の高度化 ①外国ブランド 製品へのキャッチアップを 示す価格競争関数 

(l)GDP の PC 弾 ， 性値と イノベーション 機能の高度化 ( 図 2-6) は価格競争効果によって PC の高機能化に 作用， 同 

時に，内外価格差の 縮小に貢献 ( 市場競争本格 期 ) 
V ヰメ                       PC. 留 。 ・ '   (2-5) ②国内ブランド 製品は本格的高機能製品化，覚国ブランド 製 

  Ⅰ人当り実質 GDP( 単位・ 元 ) 品は本格的市場競争へ 対応 ( 市場価格の設定 ) 

アビ   l000 人当り PC 保有台数 ( 単位． 台 ) ③国内・外国の 両者相まって ，市場競争本格化の 好循環を形 

成 
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図 2-6. 価格競争関数に よ る内外価格差縮小効果の 推移 け卯 ， 7- 勿の ノ ・ 

3.PC 開発・導入の 活性度，インスティテューショナ ル な背景構造 

3.l PC 開発・導入の 活性度 

①図 3-1 に示すように ，中国の PC 開発導入軌道は 2004 年 

1 月に変曲点に 達する，分析対象 24 カ国の中で変曲点、 

の最も直前に 位置し最も活性度の 高 い ，最大活性状況 

にあ る 

②中国に続くのは ，豪州 (2004 年 9 月 ), 韓国 (2005 年 2 月 ), 

インド (2007 年 4 月 ), 日本や米国は 既に変曲点を 通過し 

逓減過程に入っている 

中国の PC 開発・導入の 活性度 ( 冗 ) は，輸入部品に 体化した 

スピルオーバー 技術の効果 ガゆ ，市場学習効果 ノの ，外国製 

品への キヤ ソチアップ効果の 佗 ノ との相関が高く ，これらの相乗効 

果 が高活性化の 源であ る。 

即ち，各段階の 技術進歩の相乗効果によって ， PC の開発   

導入が高度に 活性化しこれがイノベーション 機能の高度化を 

誘発している。 

表 3-1  中国の pc  開発・導入の 支配要因 白 ・ 98.-% 媛 

ln 互 ⅠⅠ・ 18+1.57*< ブ   r)+0.971n 祇 f-,)+0.16lnI)(r)+0.45Ag.-200, 
( 一 7.29)(8. Ⅰ 7)  (5.37) (19.84)@ (5.28) 

adj.R,  0.976  DW  I.46 

    
    

    

                  
図 3-2. 中国の PC 開発・導入の 活性度貢献要因． 

3.2PC 開発・導入を 支直己するインスティテューショナ ル な背景構造 

PC 開発・導入にかかわるインスティテューションを ，それを表 

わす国家戦略・ 社会制度，企業レベルの 組織文化，歴史的背景 

の 3 つの次元で捉え ， ICT に関連づけたそれぞれを 代表する指 

標を抽出 ( 合計 11 指標 ) する。 例えば，中国の 諸侯経済，地方 

保護主義 ( 地域間の異質性 ) は文化の開放度や 柔軟性で表わし 

都市と農村の 経済格差 ( 所得分配の不平等 ) は均衡を欠いた 政 

治的不安定性で 代表させる。 

図 3-3.IcT に関係するインスティテューション 指は ． 

主成分分析の 結果，第 1 主成分の固有値は 6.55 と圧倒的に 

高く，その寄与率が 65% 。 第 1 主成分の因子負荷量は ， ICT 活 

円環境の整備度，高等教育の 達成度などが 大きく，図 3-4 の「高 

所得を求めた 都市への移動の 悲願，そのための 高等教育，それ 

を可能にするための 必需品としての PC 」に表わされる PC を軸と 

する中国固有のインスティテューショナルな 背景を表わしている。 

これは，中国固有の 特殊なインスティテューショナ か な背景に根 

ざした，「 PC 需給に関するインスティテューショナル 充足 度 」を示 

す。 この充足 度 で代表させた 主成分得点では ，インドネシア 

(-4.46) が充足 度 が最も低く，次いで ，中国 (-3.52), インド 

(-3.22), ロシア (-2.79), トルコ (-2.57) の 順 。 

中国には PC を必要とする 背景，つまり ，他国には見られない 

固有の特殊なインスティテューショナ か な背景が存在している。 

しかしそれに 応える PC 需給に関するインスティテューショナ ル 

充足 度は ，世界各国の 中でも低い。 

回           

  回   
    

図 3-4. 中国の都市化・ PC 保有・高等教育・ 所得上昇のダイナミズム・ 

4. イノベーション 機能の高度化ダイナミズム 

4.1 イノベーション 機能の高度化 

① PC 開発導入の活性度と PC のイノベーション 機能の高度 

化は高い相関を 示すが，中国はそれぞれのトップに 位置 

② pC 需給に関するインスティテューショナル 充足 度と PC の 

イノベーション 機能の高度化は 高い相関を示す。 中国は充 

尺度が低いにもかかわらず ，イノベーション 機能の高度化   
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は 際立ったレベルを 発現 
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田億 ・中口   
  ・ オ一       

卍コ八 
  Ⅰインド           

pc のⅡ 尭 ウ人活性度 

図 4-1.PC 開発・導入途上 U3 カ国の Pr の開発・導入活性度と PC のイノベーショ 

ン機能の高度化との 相関ぱり W2 ノ ． 

表 4-IPC 開発・導入途上国の PC の開発・ 4 人活性度と PC のイノベーション 機能 

の 高度化との相関 

                        Ⅰ 一 2.30+ 2.05% adj.R20.946 
( 一 83.09)(14.52) 
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PC 繍槍の インスティテユ ー ショナル充足 度 

図 4-2.PC 開発・導入途上国の PC 需給に関するインスティテューショナル 充足 度と 

PC のイノベーション 機能の高度化との 相関 はク似 /   

表 4-2PC  開発・導入途上国の PC  需給に関するインスティテューショナル 充足 度と 

PC  のイノベーション 機能の高度化との 相関 

ln 諾睾 =-1.99+0.47D ガ +0.1 音 l-D)X  +l.93D adj.R,0.657 
(-31.02)  (2.34)  (3.89)  (2.54) 

， ガ : ぽ 需給 イ ンスティテューショナル 充足 度 ， n  : ダミ 一変数 ( 中国，インド ，インドネシア 

"', 他国 " 。 ) 

4.2 イノベーション 機能高度化への 共進 

PC 開発・導入の 活性度および Pe 需給に関するインスティテュ 

ーショナル充足 度は ， PC のイノベーション 機能の高度化と 高い 

相関を示す。 さらに， PC 開発・導入の 活性度と PC 需給に関す 

るインスティテューショナル 充足 度は ，きわめて高い 相関であ る。 

これは，中国固有の 特殊なインスティテューショナ か な背景構 

造は， PC の開発・導入の 活性化によるイノベーション 機能の高 

度化と共進して 更なるイノベーション 機能の高度化を 創出してい 

ることを示す。 

表 4-2 共 進に よ る PC のイノベーション 機能の高度化 

。 互 : ㏄の開発・尊人間 曲斐 ． ノ : pc 需給に関するインスティテューショナル 充足 度 、 り : 係 

" ダ """"  仲 " 、 。 " 。 ．。 "'" 。 ""' 、 他国 " 。 '. 。 。 ' "" 。 '" 変 "  。 """'" 。 " 

"' 、 他国。 田 

5. 米吉 詩篇 

C)@ 1980 年二代， 1990 年 7 代初頭にかけては ，輸入部用。 に 体イヒした 

スピルオーバー 技術の同化を 通じて技術を 進歩させた。 

② 1990 年代半 は にかけては，輸入部品による 技術スピルオー 

バー効果を挺子にして ，市場学習 ヘ シフト し 更に技術を進 

歩させた。 

③ 1998 年以降，普及拡大を 通じた市場学習から 外国製品への 

キャッチアップを 視座に入れた 本格的高機能化への 段階に移 

行している。 

④各段階の技術進歩の 相乗効果によって ，中国の PC の開発   

導入が世界で 最も活性化しこれがイノベーション 機能の高度 

ィヒ を誘発した。 

⑤ PC の開発，導入の 活性化によるイノベーション 機能の高度化 

が，中国固有の 特殊なインスティテューショナ か な背景と共進 

して更なるイノベーション 機能の高度化を 創出した。 

以上が，中国 PC 産業躍進のインスティテューショナル・ イ / ベ 

一 ションのダイナミズムであ る。 
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